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今
年
の
年
末
か
ら
明
治
の
躍
動
を
描
い

た
N
H
K
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」が
放
映

さ
れ
ま
す
。そ
の
な
か
で
広
瀬
武
夫
は
準

主
役
級
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。　

広
瀬
武

夫
は
旅
順
港
閉
塞
作
戦
で
部
下
の
為
に
戦

死
を
遂
げ
、そ
の
義
勇
か
ら
日
本
初
の
軍

神
と
し
て
祀
ら
れ
ま
す
。

　
「
軍
神
」と
い
う
響
き
か
ら
か
、そ
の
後
の

日
本
の
軍
国
主
義
の
象
徴
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、事
実
は
む
し
ろ
反
対

で
、ロ
シ
ア
留
学
の
経
験
も
あ
り
、ロ
シ
ア
と

の
戦
争
を
誰
よ
り
も
避
け
よ
う
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、ロ
シ
ア
語
で
綴
ら
れ
た
書
簡
は
比

較
文
学
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
優
れ
た
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

旧
制
竹
田
中
学
校
の
校
歌
は「
軍
神
、画

聖
文
武
の
士
」で
し
た
が
、校
歌
を
引
き
継

い
だ
新
制
竹
田
高
校
の
校
歌
で
は「
楽
聖
、

画
聖
我
等
が
師
」と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。時

代
の
流
れ
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、時

代
の
流
れ
は
今
ま
た
変
化
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
放
映
は
正
当
な
評
価
の
よ
い
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。戦
争
回
避
主
義
者
だ
っ

た
事
実
を
検
証
し
、し
っ
か
り
と「
人
間
」

広
瀬
武
夫
を
顕
彰
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。竹
田
か
ら
、広
瀬
中
佐
の
ふ
る

さ
と
か
ら
全
国
に
向
け
て
新
し
い
流
れ
を

創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
委
員
長　

井　
　

英
昭
）
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「
第
2
回
定
例
会
を
終
え
て
」

「
第
2
回
定
例
会
を
終
え
て
」

「
第
2
回
定
例
会
を
終
え
て
」

《
提
出
議
案
の
審
議
結
果
》

▽
竹
田
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

意

▽
竹
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

意

▽
竹
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

意

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
国
民
宿
舎
久
住
高
原
荘
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
国
民
宿
舎
直
入
荘
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
平
成
21
年
度
竹
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
分
担
金
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
営
久
住
牧
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
竹
田
市
水
道
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

《
請
願
の
審
査
結
果
》

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願　
　

採　

択

▽
市
道
認
定
に
関
す
る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採　

択

▽
農
地
法
の
「
改
正
」
に
反
対
す
る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▽
農
業
公
社
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願　
　
　

採　

択

《
意
見
書
の
審
査
結
果
》

▽
共
同
労
働
の
共
同
組
合
法
（
仮
称
）
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書　
　
　
　

可　

決

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
関
す
る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

▽
農
業
公
社
の
運
営
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

決

第
2
回
定
例
会

　

竹
田
市
長
選
挙
を
終
え
、新
市
長
と
し
て
初
め
て
の
定
例
会
開
催
に

あ
た
り
、首
藤
市
長
か
ら
、T
O
P
運
動
を
展
開
し
竹
田
市
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
回
定
例
会
を
終
え
て
、そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
予
算
特
別
委
員
会
は
、議
案

第
59
号
平
成
21
年
度
竹
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い

て
審
査
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
当
初
予
算
が
骨

格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、普
通
建
設
事
業
費
や
補
助
費

な
ど
の
政
策
的
経
費
を
重
点
的
に

肉
付
け
し
、編
成
さ
れ
た
予
算
で
あ

る
。
　

補
正
額
は
、歳
入
歳
出
と
も
に

14
億
5
3
8
万
4
千
円
の
増
額
で
、

予
算
総
額
は
1
8
1
億
7
、1
9

1
万
2
千
円
と
な
り
、前
年
度
当

初
予
算
と
比
較
す
る
と
9・6
％
の

増
と
な
る
。

　

主
な
内
容
は
、農
林
水
産
業
費

に
5
億
1
、1
0
0
万
円（
農
業
経

営
構
造
対
策
事
業
等
）、土
木
費
に

1
億
6
、9
0
0
万
円（
県
営
事
業

負
担
金
や
市
営
住
宅
整
備
費
）、新

規
補
助
金
と
し
て
小
児
保
健
医
療

体
制
整
備
補
助
金
な
ど
7
件
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
観
光
関
係
で
は
、全
国
へ
情

報
発
信
を
行
う
お
お
い
た
夢
街
道

実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金
や「
岡
城

跡
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
挑
戦
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
経
費
等
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
は
次
の
と
お
り

○
総
務
費　

2
億
5
、2
5
7
万

　

円（
地
方
総
合
整
備
資
金
貸
付

　

金
1
億
6
千
万
円
等
）

○
民
生
費　

6
、3
2
2
万
円（
社

　

会
福
祉
協
議
会
補
助
金
2
、3

　

9
9
万
円
等
）

○
衛
生
費　

2
、9
4
3
万
円（
リ

　

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
計
画
策
定　

等
業
務
委
託
料
9
3
0
万
円
）

○
商
工
費　

4
、6
4
4
万
円

○
消
防
費　

7
、2
2
9
万
円

○
教
育
費　

1
億
8
、1
9
1
万

　

円

　

当
委
員
会
で
は
、慎
重
審
議
の
結

果
、採
決
は
起
立
に
よ
り
行
い
、起

立
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

予算特別委員会（H21.6.17）予算特別委員会（H21.6.17）

予
算
特
別
委
員
会 
副
委
員
長　

和
田　

幸
生



市　議　会　だ　よ　り（3）

中
村　

今
日
の
農
業
情
勢
の
な
か

で
の
新
た
な
振
興
対
策
は
。

市
長　

T
O
P
運
動
を
通
し
て
、

竹
田
で
し
か
で
き
な
い
農
業
、「
竹

田
ら
し
さ
」の
農
業
を
展
開
し
、農

協
と
協
調
し
流
通
・
販
売
・
加
工
の

強
化
に
努
め
る
。畜
産
に
お
い
て
は

肥
育
拠
点
を
確
立
し
た
い
。

中
村　

観
光
に
大
き
な
影
響
の
あ

る
草
原
の
保
全
は
。

市
長　

条
例
を
改
正
す
る
に
は
高

度
な
分
析
が
必
要
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
県
、関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
有
効
な
手
だ
て
を
考
え
る
。

中
村　

企
業
参
入
に
よ
る
農
業
は
。

市
長　

自
然
の
力
、地
域
の
力
を
活

か
し
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
あ
れ
ば
、地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
企

業
参
入
を
支
援
す
る
。当
竹
田
市

に
お
い
て
も
地
の
利
を
活
か
し
た
参

入
が
あ
る
。

中
村　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
現
状
は
。

加
入
状
況
及
び
今
後
の
対
応
は
。

　
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
は
、大

幅
増
の
助
成
」と
の
報
道
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、竹
田
市
の
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。

市
長　

竹
田
市
全
体
で
31
％
で
あ

る
。事
業
の
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。

助
成
率
に
つ
い
て
は
全
国
市
長
会
で

も
議
論
が
さ
れ
た
。今
後
は
市
民

負
担
の
軽
減
ま
た
法
人
等
の
工
事

　

平
成
２１
年
第
2
回
定
例
会
は
、6
月
5
日
か
ら
6
月
２５
日
ま
で
の
２１

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。6
月
１１
日
は
、3
会
派
の
代
表
者
に
よ

る
代
表
質
問
、6
月
１２
日・１５
日
は
、6
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
の
で
、そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、原
稿
は
議
員
本
人
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

会
派
代
表
質
問

中村 憲史 議員

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

市
民
へ
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

農
村
回
帰
宣
言
市
の

標
榜
に
つ
い
て

世
界
遺
産
登
録
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て

加
藤　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長　

他
の
自
治
体
に
な
い
戦
略

が
必
要
。実
態
調
査
を
行
い
、政
策

を
。農
村
回
帰
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
や
設
置
す
る
竹
田
事
務
所
や
政

策
参
事
官
に
よ
る
情
報
発
信
も
行

う
。

緑風会

加藤 正義 議員
新風会

加
藤　

後
継
者
育
成
が
急
務
だ

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

ま
ず
、
①
若
者
が
農
村
に

住
め
る
環
境
づ
く
り
。
就
農
に
固

執
せ
ず
、
農
村
後
継
者
の
発
想
で

定
着
を
図
る
。
②
希
望
の
持
て

る
、
も
う
か
る
農
業
を
。
③
働
き

や
す
い
労
働
環
境
づ
く
り
。
④
後

継
者
グ
ル
ー
プ
を
育
成
、
仲
間
意

識
の
醸
成
を
図
る
。
⑤
研
修
制
度

を
充
実
す
る
。

加
藤　

岡
城
跡
は
市
民
の
誇
り
で

あ
る
が
、挑
戦
の
位
置
づ
け
は
。

市
長　

市
の
魅
力
を
高
め
る
行
動

が
生
ま
れ
、生
活
や
文
化
の
経
緯
を

多
く
の
人
に
見
せ
る
こ
と
で
、魅
力

を
再
確
認
す
る
意
義
が
あ
る
。

加
藤　

そ
の
登
録
への
可
能
性
は
。

市
長　

審
査
が
厳
し
さ
を
増
し
、

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
状
況
。

加
藤　

相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・予
算

投
入
も
あ
る
が
、費
用
対
効
果
は
。

市
長　

世
界
遺
産
登
録
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、文
化
財
と
周
辺
の
環

境
と
の一体
的
な
保
存
と
活
用
を
図

り
、地
域
の
魅
力
再
発
見
へ
と
な
れ

る
。

加
藤　

阿
蘇
・
久
住
を
含
め
た
エ

質問に答える首藤市長質問に答える首藤市長

岡城跡の世界遺産登録への挑戦（近戸門）岡城跡の世界遺産登録への挑戦（近戸門）

費
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に

努
力
す
る
。

企
画
情
報
課
長　

国
の
政
策
で
あ

り
ど
う
し
よ
う
も
な
ら
な
い
。

中
村　

保
険
税
の
改
正
の
周
知
は

十
分
に
行
っ
た
の
か
。

市
長　

近
年
の
社
会
状
況
を
反
映

し
、平
成
20
年
度
に
お
い
て
現
年
度

徴
収
率
88・8
％
で
あ
り
、枯
渇
し

た
基
金
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。

税
務
課
長　

保
険
税
は
全
体
的
に

19
年
度
に
対
し
て
20
年
度
は
1.4
倍

と
な
って
い
る
。
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

足
達　

充
実
施
策
と
は
。

市
長　

県
、地
元
医
師
会
等
と
十

分
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

足
達　

市
独
自
で
地
元
帰
化
制
度

を
活
用
し
医
師
確
保
を
し
て
は
。

市
長　

環
境
整
備
が
優
先
。

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

足
達　

効
率
的
な
交
付
金
へ
の
取

組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
長　

各
課
で
選
定
作
業
中
、現

段
階
で
は
3
億
円
超
位
。

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

足
達　

厳
し
い
状
況
下
な
の
で
行

革
を
続
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

行
政
運
営
を
根
本
か
ら
見

直
し
、
国
・
県
の
動
向
に
も
配
慮

す
る
。

足
達　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
財
政
の

裏
付
け
が
な
く
、今
後
の
行
政
運
営

が
危
惧
さ
れ
る
が
。

市
長　

地
域
活
性
化
経
済
危
機
臨

時
交
付
金
や
公
共
投
資
臨
時
交
付

金
等
で
対
応
し
、投
資
効
果
を
期

待
す
べ
く
予
算
編
成
を
行
え
ば
、大

丈
夫
と
考
え
る
。

吉竹　悟 議員

吉
竹　

あ
っ
た
か
対
話
行
政
と
は
。

市
長　

市
の
自
立
に
は
、企
画
立
案

能
力
と
政
策
能
力
が
最
も
必
要
で

あ
る
。
政
策
を
見
出
す
た
め
に

「
T
O
P
懇
談
会
」を
15
か
所
で
開

催
し「
あ
っ
た
か
対
話
行
政
の
心

髄
」を
見
い
だ
す
。併
せ
て
広
報
公

聴
活
動
も
充
実
を
し
て
い
く
。

吉
竹　

農
業
振
興
策
は
如
何
か
。

市
長　

畜
産
価
格
低
迷
が
気
に

な
って
い
る
。

　

椎
茸
の「
種
こ
ま
」支
援
策
も
打

ち
出
そ
う
と
思
って
い
る
。

　

農
業
は「
命
の
産
業
」と
考
え
、

市
な
ら
で
は
の
農
業
政
策
を
打
ち

出
す
為
に
、中
央
で
の
政
策
参
事
官

の
導
入
、東
北・関
東・関
西・福
岡
に

設
置
予
定
の
竹
田
事
務
所
長
の
マ
ン

パ
ワ
ー
を
持
っ
て
販
路
開
拓
の
道
を

切
り
開
き
、今
回
の
経
済
緊
急
対

策
の
交
付
金
で
そ
の
芽
出
し
も
や
っ

て
い
き
た
い
。

吉
竹　

周
辺
部・支
所
機
能
へ
の
考

え
は
。

市
長　

特
に
標
榜
し
て
い
る
農
村

回
帰
宣
言
の
受
け
皿
と
し
て
、支
所

加
藤　

市
民
の
意
見
を
聞
き
、そ
の

後
、市
民
代
表
の
参
加
す
る
集
約・

調
整
の
場
は
あ
る
の
か
。

市
長　

15
か
所
で
地
区
懇
談
会
を

開
き
、地
域
審
議
会
で
ご
意
見
を

伺
う
。

加
藤　

市
民
の
意
見
と
し
て
、①
農

業
の
窮
状
に
大
胆
な
支
援
を
②
市

の
未
来
に
向
け
て
、子
育
て
支
援
の

充
実
を
③
高
齢
者
の
足
の
確
保
に

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
」の
初
期
投

資
を
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

リ
ア
に
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長　

阿
蘇
も
提
案
し
、暫
定
リ
ス

ト
で
高
い
評
価
で
あ
り
、資
産
構
成

に
追
加
で
き
る
か
今
後
の
課
題
。足達 寛康 議員

新政クラブ

し
て
不
要
な
伝
送
路
等
無
駄
を
な

く
す
。

足
達　

見
直
し
す
る
内
容
と
は
。

市
長　

基
本
使
用
料
を
高
齢
者
等

に
も
配
慮
し
、
1
、
2
0
0
円
に

一
般
質
問

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

つ
い
て

足
達　

畜
産
物
の
飼
料
価
格
高
騰

分
の
補
填
額
と
補
填
時
期
は
い
つ

か
。

市
長　

飼
料
価
格
は
高
騰
前
に

戻
っ
て
お
り
、T
O
P
懇
談
会
や
生

産
者
組
織
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

足
達　

畜
産
部
門
の
全
て
に
高
騰

分
を
補
填
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長　

支
援
可
能
な
範
囲
を
調
査

し
生
産
現
場
に
届
く
よ
う
に
、県・

関
係
機
関
と
協
議
、検
討
す
る
。

足
達　

補
助
金
が
大
幅
増
額
さ
れ

た
飼
料
稲
の
推
進
を
し
て
は
ど
う
か
。

農
政
課
長　

大
い
に
推
進
し
た
い
。

足
達　

椎
茸
種
こ
ま
の
助
成
金
は
。

市
長　

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、財

源
の
許
す
限
り
支
援
策
の
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

緊
急
経
済
対
策
へ
の

対
応
に
つ
い
て

15か所で開催されたTOP懇談会15か所で開催されたTOP懇談会

公民館活動で地域コミュニティーの再生を！
（入田名水祭）

公民館活動で地域コミュニティーの再生を！
（入田名水祭）
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ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
に
つ
い
て

吉
竹　

あ
っ
た
か
対
話
行
政
と
は
。

市
長　

市
の
自
立
に
は
、企
画
立
案

能
力
と
政
策
能
力
が
最
も
必
要
で

あ
る
。
政
策
を
見
出
す
た
め
に

「
T
O
P
懇
談
会
」を
15
か
所
で
開

催
し「
あ
っ
た
か
対
話
行
政
の
心

髄
」を
見
い
だ
す
。併
せ
て
広
報
公

聴
活
動
も
充
実
を
し
て
い
く
。

吉
竹　

農
業
振
興
策
は
如
何
か
。

市
長　

畜
産
価
格
低
迷
が
気
に

な
って
い
る
。

　

椎
茸
の「
種
こ
ま
」支
援
策
も
打

ち
出
そ
う
と
思
って
い
る
。

　

農
業
は「
命
の
産
業
」と
考
え
、

市
な
ら
で
は
の
農
業
政
策
を
打
ち

出
す
為
に
、中
央
で
の
政
策
参
事
官

の
導
入
、東
北・関
東・関
西・福
岡
に

設
置
予
定
の
竹
田
事
務
所
長
の
マ
ン

パ
ワ
ー
を
持
っ
て
販
路
開
拓
の
道
を

切
り
開
き
、今
回
の
経
済
緊
急
対

策
の
交
付
金
で
そ
の
芽
出
し
も
や
っ

て
い
き
た
い
。

吉
竹　

周
辺
部・支
所
機
能
へ
の
考

え
は
。

市
長　

特
に
標
榜
し
て
い
る
農
村

回
帰
宣
言
の
受
け
皿
と
し
て
、支
所

機
能
を
高
め
、
教
育
の
街
づ
く
り

を
提
案
し
、
公
民
館
活
動
で
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を
す

る
。

吉
竹　

地
域
医
療
の
確
立
は
ど
う

図
る
の
か
。

市
長　

医
師
を
受
け
入
れ
る
住
居

整
備
な
ど
し
な
け
れ
ば
、な
か
な
か

山
間
部
に
は
来
て
も
ら
え
な
い
。医

師
会
、医
師
会
病
院
と
の
対
話
を

重
ね
、県
と
共
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

佐田 啓二 議員

佐
田　

行
財
政
改
革
の
成
果
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
全
体
で
目

標
の
約
43
億
9
千
万
円
の
効
果
額

が
達
成
で
き
そ
う
だ
。平
成
20
年

度
に
基
金
が
枯
渇
す
る
と
い
う
状

況
は
、こ
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
回

避
で
き
た
。

佐
田　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
行

財
政
改
革
の
整
合
性
は
。

市
長　

竹
田
市
の
行
財
政
改
革
の

方
向
性
は
萎
縮
で
は
な
く
、創
造
性

に
夢
を
か
け
た
い
。支
所
機
能
の
充

実
に
つ
い
て
は
、職
員
が
多
い
の
で
あ

れ
ば
そ
れ
を
竹
田
の
特
性
と
し
て

新
た
に
周
辺
部
衰
退
の
再
生
の
力

と
し
て
活
か
し
た
い
。

佐
田　

民
間
の
路
線
バ
ス
運
行
は
、

ど
ん
な
方
向
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
情
報
課
長　

今
年
10
月
以
降

は
57
号
線
と
4
4
2
号
か
ら
直
入

に
続
く
路
線
を
除
き
、全
て
が
廃
止

の
方
向
に
動
い
て
い
る
。

佐
田　

も
っ
と
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
等
の
運
行
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
確

保
の
た
め
に
、
さ
ら
に
細
か
な
対

策
が
必
要
と
考
え
、
先
進
事
例
を

調
査
し
て
い
る
。
方
向
が
ま
と
ま

れ
ば
、
関
係
機
関
等
に
ご
相
談
申

し
上
げ
る
。

佐
田　

規
制
緩
和
で
業
者
が
乱

立
、「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
で
は
駄

目
」競
争
入
札
の
場
合
、地
場
企
業

が
価
格
の
み
で
追
い
出
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う「
総
合
評
価
方
式
」等

検
討
し
て
ほ
し
い
。

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
田　
「
徹
底
し
た
再
検
討
」と
は
。

市
長　

設
計
そ
の
も
の
を
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
す
。
無
駄

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
十
分
な
精

査
を
行
う
。
総
務
省
が
先
般
出
し

た
追
加
経
済
支
援
策
に
つ
い
て
は

同
じ
よ
う
な
自
治
体
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
内
容
を
精
査
し
て
市
民

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
た
い
。

バ
ス
対
策
に
つ
い
て

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

河
野　

21
年
度
と
19
年
度
の
税
額

算
定
基
準
は
。

河野 泰浩 議員

吉
竹　

設
計
コ
ン
サ
ル
が
6
月
末

で
自
己
破
産
す
る
が
、
把
握
し
て

い
る
か
？

企
画
情
報
課
長　

今
月
中
に
自
己

破
産
手
続
き
を
す
る
と
連
絡
が

あ
っ
た
。

市
長　

協
会
が
、
自
己
破
産
の
申

請
手
続
き
を
正
式
に
決
定
し
た
と

通
知
さ
れ
て
い
る
。
設
計
内
容
の

精
査
を
外
部
機
関
に
お
い
て
厳
密

に
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
市
民
に
不
安
・
不
信
感
が
生

じ
な
い
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を

重
ね
て
い
く
。

保
険
課
長　

19
年
度
国
保
会
計
が

大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
引
き
上

げ
た
。

　
19
年
度
一
人
当
り
6
3
、
0
3

6
円
、
20
年
度
は
1
0
0
、
3
3

1
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
単
純
に

年
度
で
の
比
較
は
で
き
な
い
。

河
野　

県
下
の
保
険
税
の
実
態
は
。

保
険
課
長　

総
合
的
に
竹
田
市
は

高
く
、
姫
島
村
が
一
番
低
く
な
っ

て
い
る
。

河
野　

滞
納
額
と
世
帯
数
は
。

税
務
課
長　

滞
納
額
は
一
世
帯
2

9
2
、
9
0
5
円
、
1
、
0
4
5

世
帯
（
加
入
世
帯
の
約
21
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

河
野　

保
険
証
の
交
付
の
実
態
は
。

保
険
課
長　

短
期
保
険
証
は
3
5

0
世
帯
、
資
格
証
明
書
交
付
は
5

8月から小児科が再開される竹田医師会病院8月から小児科が再開される竹田医師会病院

廃止が予想される民間の路線バス廃止が予想される民間の路線バス
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

河
野　

前
市
長
に
何
度
も
要
望
書

を
出
し
て
、説
明
会・ア
ン
ケ
ー
ト
等

で
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く
よ
う
求

め
た
が
、強
引
に
推
し
進
め
ら
れ

た
。市
民
の
納
得
が
い
く
ま
で
凍
結

し
て
ほ
し
い
。国
の
補
助
が
増
額
さ

れ
た
が
適
用
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

ケ
ー
ブ
ル
T
V
事
業
に
関

し
て
は
、も
う
工
事
の
中
止・契
約
の

解
除
の
選
択
肢
は
な
い
と
断
言
す

る
。
　
い
ま
中
止
す
る
と
、何
も
手
に
入

ら
ず
20
億
円
の
支
払
い
と
な
る
。中

止
は
考
え
ら
れ
な
い
。国
の
補
助

（
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
）

は
、も
う
始
ま
っ
て
い
る
事
業
に
関

し
て
は
、該
当
し
な
い
と
な
っ
て
い
る

た
め
、適
用
さ
れ
な
い
。

井　

司
馬
遼
太
郎
原
作
の
「
坂
の

上
の
雲
」
が
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル

大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
今
年
の
秋
か

ら
放
送
さ
れ
る
。
竹
田
市
出
身
の

広
瀬
武
夫
は
準
主
役
級
で
扱
わ

れ
、
来
年
に
は
旅
順
港
閉
塞
作
戦

が
放
映
さ
れ
、
そ
の
後
は
ブ
ー
ム

が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
来
年
に
は
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
竹
田
市
で
開
催
さ

れ
る
。
準
備
を
通
じ
て
市
民
レ
ベ

ル
の
横
の
連
携
も
期
待
で
き
る

が
、
調
整
役
の
市
役
所
内
の
係
の

設
置
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

企
画
情
報
課
内
で
担
当
さ
せ

る
。

井　

広
瀬
武
夫
顕
彰
会
や
瀧
廉
太

郎
、田
能
村
竹
田
な
ど
、そ
の
他
の

顕
彰
団
体
と
連
携
し
て
実
行
委
員

会
方
式
で
た
く
さ
ん
の
市
民
の
参

画
を
め
ざ
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

そ
れ
ら
の
団
体
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
顕
彰

し
、
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て

次
の
竹
田
市
を
育
む
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
た
い
。

市
街
地
活
性
化
対
策
に
つ
い
て 渡辺 龍太郎 議員

渡
辺　

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
で
旧
1
市
3
町

の
中
心
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

商
店
街
、商
工
会
議
所
と
協
力
し

て
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
交

流
で
き
る
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、そ
こ

に
デ
マ
ン
ド
交
通
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
機
能
さ
せ
、市
民
の
公

共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
を
高
め

た
ら
ど
う
か
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、

交
流
セ
ン
タ
ー
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
予
約
を
最
優
先
す
る
デ
マ

ン
ド
交
通
の
こ
れ
は
、
本
当
に
検

討
に
値
す
る
価
値
あ
る
政
策
だ
と

思
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
賑
わ
い
が

創
出
さ
れ
、
商
店
街
を
含
め
た
周

辺
地
域
の
経
済
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一

石
二
鳥
、
三
鳥
の
効
果
が
あ
る
と

思
う
。

　

加
え
て
今
回
整
備
し
て
い
る
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
も
、そ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

の
役
を
こ
れ
に
付
帯
さ
せ
る
い
ろ
ん

な
政
策
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か

ら
、デ
マ
ン
ド
交
通
が
利
用
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
は
な

い
か
と
い
う
思
い
が
す
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、産
業
振

興
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
再
生
、あ
ら
ゆ

る
政
策
が
こ
れ
に
よ
っ
て
立
ち
上

が
っ
て
く
る
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
って
い
る
。

　

さ
ら
に
、1
市
3
町
そ
れ
ぞ
れ
を

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
経

済
活
動
、商
業
振
興
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
意
味
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
、乗
合
タ
ク
シ
ー
の
制
度
化
、

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、同
時
に
ご
指
摘
の
デ
マ
ン
ド
交

通
の
優
位
性
に
つ
い
て
も
早
急
に
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

渡
辺　

竹
田
の
市
街
地
に
は
、幸
い

に
も
ま
だ
都
市
機
能（
銀
行
や
病

院
、郵
便
局
等
）が
残
っ
て
い
る
。早

い
時
期
に
お
願
い
し
た
い
。

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

対
応
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
事
業
に
つ
い
て

井　英昭 議員

世
帯
で
、発
行
は
納
税
相
談
に
ま
っ

た
く
応
じ
な
い
滞
納
者
。

河
野　

県
下
で
も
2
番
目
に
高
い

保
険
税
、払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
。国
の
制
度
見
直
し
も
含
め
て
一

人
当
り
1
万
円
の
引
き
下
げ
を
要

求
す
る
。

井　

事
業
に
反
対
す
る
署
名
が
提

出
さ
れ
た
が
、
自
分
の
土
地
の
電

柱
に
ケ
ー
ブ
ル
を
架
け
さ
せ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
く
。
何
件
ほ

ど
か
。

企
画
情
報
課
長　

約
30
件
か
ら
ま

だ
承
諾
を
得
て
い
な
い
。と
り
わ
け

幹
線
部
分
は
そ
の
先
の
工
事
の
進

捗
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
。防
災
告

知
機
能
な
ど
は
市
民
全
体
の
公
共

性
に
関
わ
る
事
業
で
も
あ
り
、他
の

市
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
今
後
も
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
説
得
し
て
い
く
。

井　

そ
う
い
う
場
合
は
特
に
、な
ぜ

こ
れ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
事
業
が
必
要
か

と
い
う
意
義
や
時
代
の
流
れ
を
し
っ

か
り
と
説
明
し
て
ほ
し
い
。

高齢者の「足の確保」が急務

広瀬武夫広瀬武夫

豊後高田市の「市民乗合タクシー」豊後高田市の「市民乗合タクシー」

お
う
め
い

高齢者の「足の確保」が急務
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井　

司
馬
遼
太
郎
原
作
の
「
坂
の

上
の
雲
」
が
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル

大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
今
年
の
秋
か

ら
放
送
さ
れ
る
。
竹
田
市
出
身
の

広
瀬
武
夫
は
準
主
役
級
で
扱
わ

れ
、
来
年
に
は
旅
順
港
閉
塞
作
戦

が
放
映
さ
れ
、
そ
の
後
は
ブ
ー
ム

が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
来
年
に
は
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
竹
田
市
で
開
催
さ

れ
る
。
準
備
を
通
じ
て
市
民
レ
ベ

ル
の
横
の
連
携
も
期
待
で
き
る

が
、
調
整
役
の
市
役
所
内
の
係
の

設
置
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

企
画
情
報
課
内
で
担
当
さ
せ

る
。

井　

広
瀬
武
夫
顕
彰
会
や
瀧
廉
太

郎
、田
能
村
竹
田
な
ど
、そ
の
他
の

顕
彰
団
体
と
連
携
し
て
実
行
委
員

会
方
式
で
た
く
さ
ん
の
市
民
の
参

画
を
め
ざ
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

そ
れ
ら
の
団
体
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
顕
彰

し
、
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て

次
の
竹
田
市
を
育
む
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
た
い
。

阿部 雅彦 議員

阿
部　

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
で
は
統

廃
合
し
な
い
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
が
、
市
内
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
教
育
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

学
校
再
編
計
画
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
の
考

え
を
重
視
し
、
学
校
現
場
・
社
会

教
育
の
現
場
そ
し
て
地
域
の
皆
様

と
の
対
話
に
よ
る
理
解
と
協
力
の

上
に
立
ち
、
学
校
配
置
の
在
り
方

を
考
え
た
い
。

阿
部　

中
・
長
期
的
な
竹
田
市
の

教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
い
か
に
。

市
長　

統
廃
合
に
つ
い
て
は
子
ど

も
達
・
保
護
者
や
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
方
向
を
模
索
し
た
い
。
こ

れ
か
ら
の
教
育
は
、
戦
後
教
育
の

中
の
知
識
力
・
記
憶
力
を
求
め
る

も
の
か
ら
人
間
と
し
て
自
分
が
ど

う
生
き
て
い
く
の
か
を
自
分
自
身

で
気
づ
い
て
い
く
た
め
の
手
助
け

を
い
か
に
し
て
い
く
か
が
教
育
の

目
指
す
と
こ
ろ
だ
。

井　

約
15
兆
円
の
大
型
補
正
予
算

が
国
会
で
審
議
中
で
、
竹
田
市
に

も
約
7
億
円
が
交
付
さ
れ
る
。
そ

の
他
に
も
提
案
公
募
型
の
予
算
枠

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
竹
田
市

と
し
て
積
極
的
に
提
案
す
べ
き
と

提
言
し
た
。

竹
田
市
の
教
育
の
現
状
と

中・長
期
的
展
望
に
つ
い
て

経
済
危
機
対
策

（
国
の
補
正
予
算
）に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て

阿
部　

観
光
振
興
の
計
画
と
組
織

の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

市
長　

基
本
計
画
を
早
急
に
練
り

直
し
、
関
係
組
織
の
横
の
連
携
に

よ
る
結
束
力
を
高
め
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

阿
部　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

の
今
後
の
計
画
の
見
通
し
は
。

企
画
情
報
課
長　

地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
調
査
・
研

究
を
し
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

の
早
期
の
策
定
を
目
指
し
た
い
。

の
支
援
策
を
打
っ
て
も
よ
い
の
で

は
。

阿
部　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
い
か
に
。

市
長　

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機

能
は
す
ば
ら
し
い
し
勉
強
し
た
い

が
、
竹
田
ら
し
い
街
づ
く
り
の
方

向
性
の
意
志
統
一
の
作
業
が
急
務

だ
。

阿
部　

よ
り
継
続
的
な
内
需
拡
大

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
後
期

発
行
分
に
引
き
続
き
、本
事
業
の

来年竹田市で開催される嚶鳴フォーラム
おうめい

他の地域の学校との交流会

新パッケージ事業で商品化された産品等を
紹介する「エリアラボたけた」がオープン

他の地域の学校との交流会

新パッケージ事業で商品化された産品等を
紹介する「エリアラボたけた」がオープン
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▼
梅
雨
入
り
は
し
た
も
の
の
真
夏
を

思
わ
せ
る
晴
天
続
き
、後
半
に
雨
が

集
中
し
た
た
め
、田
植
え
に
苦
労
す

る
は
め
に
な
っ
た
。で
き
れ
ば
平
均
的

に
降
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、晴
れ
間

が
続
い
た
分
、蛍
狩
り
に
は
良
い
年

だ
っ
た
の
で
は
。

渡
辺　

克
己

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
に
参
加
、久
し

ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
と
プ
ー
ル
で
遊

ぶ
。竹
田
市
の
未
来
を
背
負
う
子
ど

も
た
ち
頑
張
れ
！

中
学
軟
式
野
球
で
選
抜
チ
ー
ム
結

成
、一
般
の
監
督
の
下
、選
手
・
保
護
者

の
評
価
も
上
々
、頑
張
れ
未
来
の
甲

子
園
球
児
。

渡
辺　

龍
太
郎

▼
今
回
の
選
挙
で
市
民
の
意
見
を
聞

い
て
市
政
に
反
映
。「
聞
く
」は
耳
で

き
く
こ
と
で
知
り
次
に
伝
え
る
。「
聴

く
」は
耳
と
目
と
心
全
身
で
相
手
の

発
す
る
情
報
を
、き
く
こ
と
で
相
手
へ

の
共
感
度
も
増
し
て
く
る
。「
よ
し
聴

く
ぞ
」全
身
を
耳
に
し
て
。

森　

哲
秀

議会改革調査
特別委員会 設置

　第2回定例会最終日の25日に、「議会改革調査
特別委員会」を設置しました。
　今後は、7人の委員で構成するこの特別委員会
で、議会改革の推進について調査・研究をしてまいり
ます。
【委員長】  伊藤　孝信
【副委員長】　坂梨宏之進
【委　　員】　佐田　啓二　　日小田秀之
　　　　　　　河野　泰浩　　渡辺龍太郎
　　　　　　　森　　哲秀

　去る5月27日、東京日比谷公会
堂で開催された第85回全国市議
会議長会総会の席上、古井久和
前議長が正副議長在職８年以上
の功績により特別表彰の栄誉に
浴されました。
　なお、古井久和前議長は、同総

会において、全国市議会議長会の評議員としての功績
により感謝状も授与されました。

　また、足達寛康
議員が副議長在
職4年の功績によ
り、荒巻文夫議
長、和田幸生議
員、本田忠議員
が市議会議員在
職10年以上の実
績により、表彰の栄誉に浴されました。

議会改革調査特別委員会委員議会改革調査特別委員会委員

古井久和前議長古井久和前議長

お 知らせ
本会議を傍聴しませんか

会議録を公開しています

　本会議は公開されていますのでどなたでも
傍聴することができます。
皆様のお出でをお待ちしています。
※次回定例会は9月上旬予定です。

市議会だより編集委員会委員
（皆様から親しまれる市議会だよりを目指します）

市議会だより編集委員会委員
（皆様から親しまれる市議会だよりを目指します）
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